パソコン・インターネットを活用した中国語教育 by 中西 千香
論文
パ ソ コン ・イ ンター ネ ッ トを活用 した 中国語 教育
中西 千 香















本稿 は、中国語教育 ・中国語学習の中で どのよ うにITを活用できるか、通常の授業 とは異なった
形 でアプローチす ることは可能か とい う問題 に対 し、一つの試み として紹介す るもので ある。語学
学習の方法や外国語 に触れ る媒体 も多様化 しつつある今 日、また同時に高校や大学においても、IT
に関す る教科は年 々重視 されて きた。大学の レポー トや卒業論文のパ ソコンによる文書作成は常識
にな りっつある。 また、中国の各方面や中国語 を専攻 してい る学生に とっても、資料集 め、情報交
換 のアイテムとして、ITの活用は切って も切れ ない存在 になっている。とはいえ、どのよ うに中国 ・
中国語理解 のためにITを活用できるかについて、まだ使いきれてない学習者 も多いであろ う。どの
よ うな形で中国語 とITを結びつけ、ITの面ではメデ ィア リテラシーの向上、語学の面では学習者
に学習者 自身の語学力向上 を考 えて もらえるか。以下、本学でのオープンカ レッジ講座 仲 国語で
パ ソコン1)」で試みた実施例 とともに、本講座 で目指 したもの、開講 までの準備、実際の授業進行、
そ こで起 こった トラブルな どを通 して、ITと中国語を融合 させ た授業 のあ り方、学習効果について
考えていきたい。
1)2004年9月～12月に本学豊橋校舎 にて開講、全12回、パ ソコン ・中国語 とも初級 レベル(中 国
語検定で言えば、四級 または四級 を 目指す人あた り)を対象 として授業を行った。実際は、それ以






中国語 をある程度学習 してきた時点 で、何 らかの形 で生の中国語 に触れ る機会を与えることは重
要である。その時に どんなものが考えられ るか と言えば、テ レビ、ラジオ、または小説 などの生教
材 であろ う。 しか し、生教材は、初級者にとってはなかなか手の出 しに くい材料であ り、使用す る
際にも教師側が配慮すべ き点は多い。そ こで、ITの力を借 りようとい うわけである。ITと言 うと、
通常思いっ くのはe-learning等のCALL2)教材 であろ う。CALL教材は、教師側がプ ログラ ミングか ら
すべてを手がけたシステムの中で、学習者が中国語 を学び、そ して学習者 は しかれた レールの上を
進む とい うものである。 この場合は、学習者側、教師側 、双方 が学習者の形 となって表れ た進捗度
をみることができ、 どの問題 でよくつまずいているかな ど、理解 しやす く、また管理 もしやすい。
CALL教材 にはこのよ うな利 点があるだろ う。 しか し、本講座は より自由な学習展開を期待 したもの
であ り、そのね らいは以下の5点 にまとめられる。
① 学習者のi+1の手助け
もちろん教師側 も操作上や授業運営上の手助 けはす るが、学習者に も独 自のi+13)を探 して も
らう。っま り、これ は学習者 自身の中国語学習 を楽 しんで もらいたい とい う考えか らである。
②学習効果、モチベーションをさらに高める、情意フィルター4)を下げる
①の先にある結果 とも言えるだろ うが、 自分の興味ある分野、ニュースなど見つかれば、それ
を探そ うとい う気持ちが生まれ、次にはそれ を理解 しようとい う気持ちへ と変わってい くだ ろう。




入力練習 とい う作業 自体は、 ピンインを理解 していることが前提である。入力練習やインター
2)Computer-AssistedLanguageLearningの略
3)Krashen,StephenD.(克拉 申)が 提唱す るナチュラル ・アプローチの習得理論 の中心となる5っ
のインプ ッ ト仮説の1つ 。言語の習得には、現在の習得 レベルよ りほんの少 しだけ高い レベルの内
容 を学習者に与えて、理解 させていこ うとい うもの。「i」は現在の学習者の熟達度 を指す。ただ、
「i」、1の 定義、その内容 とい うものにっいては、 これ と言った指標 はな く、教師のさじ加減で
決めているとい う漠然 とした ものである。学習者 も様々なので細か く言えば個々にあるわけで、簡
単にこ うい うもの と決まるとい うものでもないだろ う。
4)同じくKrashen,StephenD.が提唱する5つ の仮説の1つ 。学習者が外国語 を学ぶ際、学習事項を
受け入れ る時の心的圧 力や抵抗感を壁 にみたてたもの。つま り、「情意 フィル ター」を低 くす ると、
語学習得 を促すが、逆に 「情意フィル ター」が高い と学習者はスムーズに学習事項 を受け入れ られ








しずつ増えていくことは、学習者 自身の中国語のレベルの向上を肌で感 じられるひ とつのバロメ
ーターとなる。
④パソコンの関連詰彙に触れる、メディアリテラシーの強化











個々の思 うところで展開してもらう授業を本講座 で目指 した。
勿論、パ ソコン ・インターネ ッ トで中国語 を学ぶ よ り、通常の小説な どの講読の授業の方が より
深 く中国 ・中国語 を理解できるのではないか と思 うか もしれない。 だが、今回は全 く違った視点か




初回に、まず、①学習経験(年 数、学習機 関の別)、② ピンインの理解度、③PCの使用状況 につ
いてのアンケー トに答 えてもらうことで、学習者の情況を把握 した。
また、大学 のPC使用に当たっての注意点、 ログイン ・ログオフ方法を説明 した。大学PCの ログ
イ ンには 「学籍番号+パ スワー ド」が必要で、初めに初期パ スワー ドから自らのパス ワー ドに変更









もの の 理解 や 入
力練習は不可欠
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第2回 ピンイン復習 中国語IMEの設定方法 中国語IMEの入力方法
一
第3回IMEの 入力復習 実践 記号の入力方法(キ ーボー ド配列)
文字コー ドについて




ワー ド操作法 課題:チ ラシを作ろう
第7回 画像 の挿入復習 中国語でパ ソコンの名称
課題:年 賀状orク リスマスカー ド作成
第8回 メール ・手紙についてHotmailでメールを送ろ う。








第9回 インターネットについて 中国で使用頻度の高い検索サイ ト
検索方法 課題:①サイ トから新出単語を紹介しよう
第10回 インターネ ッ ト検索サイ ト 「百度Baidu」について、
百度を使 いこなそ う。
課題:② 中国 ・中国語理解のサイ トを紹介 しよう
第11回翻訳サイ トについて ソフ トアプローチ①
ブロー ドバンドの醍醐味 ネットで中国のテレビを見よう!
課題:③私のすすめる中国語学習法を紹介 しよう
第12回 ソフ トアプローチ②音源、VCD・DVDを使 っての中国語学習
私のすすめる中国語学習法発表(一 人5分)最 終アンケー ト
前半部分(第1回 ～第7回)に ついていえば、中国語入力に慣れなが ら、語彙 を増や した り、文
章を入力す る作業 をした。 日中混在文 とは、同 じ文書内に中国語 と日本語が混 ざったものであ り、
中国語の文章を入力 して、その文章の 日本語の翻訳 を同時に入力 して、 日本語IMEと中国語IMEの
切 り替 えに慣れてもらうとい う形 をとった。入力 自体は練習なので、ピンイ ン理解 が支障 となって
なかなか早 く打てない学習者にはピンインル ビつ きの補助教材 を与えた。文章の文法 レベル は特に
難 しいものではないが、中級に近い人で も多少文法的にひっかかる内容の ものに して、文法事項に
も少 しは意識 してもらうようにした。
また、作成する文書 については、Wordの知識が多少必要になる。時間内で完成 させ られ るとい う
ことに も心がけなが ら、学習者はWordの操作法(ピ ンインル ビ入力、画像挿入方法、ワー ドアー ト
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な ど)も 、少 し勉強を してもらった。
後半部分(第8回 ～第12回)は 、文章を打つ作業か ら派生 した形で、手紙の書 き方 を学び、そ し
てメールへ と進めていった。Hotmailの中国語切 り替えの方法を学んだ後は、中国語 で書かれたコ
マン ドについて説 明 した。そ して、送受信の練習 をして、実際に文章を打っての実践を行った。本
講座では、メール送受信 の実践 はあま りたくさん時間をかけなかった。 もちろん時間外で、友達な
どに送るメールな どにつ いて添削を頼まれ ることはあったが、特 に課題 を課 して、書きなさい とい
うことは しなかった。それで も、初めてメール を持った年輩の学習者 には、 とて も新鮮だった らし
く、今まで手紙で しかや りとりしていなかった友人 とメールでや りとりできるよ うになったことを
喜んでいた。これ は単に、「知 っている」か 「知 らないjか の世界であって、教師はただ学習者の 「知
らない」 を 「知っている」に変える作業の手助 けをしているのにすぎないのである。
3準備と して行ったこと
いっでもどこで ものオンデマン ドをめざし、また学習者 が授業の復習や練習 をした り、授業に対
してよ り深い理解 を してもらうために以下のことを行 った。
①HP開 設(毎 回の授業の内容を簡潔 に伝 える。休 んだ人 も何 をしたかわかるよ うに。)
② 毎回 レジュメを作成 し、授業の前までにネ ッ トワー クフォルダで提示す る。プ リン トアウ ト
をして持ち帰 り可能。(復習 してもらう目的で。)
③ タイ ピング練習はいつでもできるよ うに、Web上に公開 してできるように した。 タイ ピング
練習は簡単な単語 に限定 して、単音節 、二音節、二音節以上、動詞+目 的語 の入力の練習問
題 を作成 した。 これは授業 開始前に、ある程度作っておいた5)。
④ チ ャッ トを紹介す る時は、中国語 ができる仲間
に頼み、中国語でのチ ャッ トの実演 をした。
⑤ イ ンターネ ッ トを始めるまでにサイ トを紹介す
るペー ジを作成 して、学習者 を誘導 しやす くし
た。
← 【図1】Web上タイ ピング練習
ピンイ ン+声 調で入力を していく
5)タイ ピングの語彙はあくまで も入門 ・初級の単語 に限定 し、国家対外双沼教学領尋小組亦公室編 《高
等学校外 国留学生双浩教学大鋼》(北京語言大学出版社)の1年 生習得単語に絞 り、XMLのデータ
ベースに して、JavaScriptで問題 に加 工した。また、JavaScriptのプログラムは本学非常勤講師、
齊藤正高先生のものを使わせていただいた。 この練習は エE6.0以上、中国語IMEがイ ンス トー ル
されていることが必須条件 となる。また、動詞 目的語構造の練習については、Web問題作成ツー
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【図3】 本 講 座 のHP(http://taweb.aichi-u.ac.jp/chika/zhongxi-labo_top.html)
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講座の内容(全12回)・第t回 イントロタクション 中国語のピンインについて など
・第2回ピンイン復習 中国語D価の設定方法 中国語]lu1Eの入力方法 等等
'第3回血[Eの入力復習 実践 記号の入力方法(キー t一ド配列)文 字:]一ト'二ついて
・第4回入力練習 日中混在文作成 フォントの 舌
・第5回入力練習 ピンインおよびピンインルビの入れ方









いので、大きな問題にはな らなかったが学習者 にあせ りがみ られた。
2.で説明 したよ うに学習者がIT活 用の醍醐味 を感 じ、そ して本領 を発揮できるのは8～12回 に
なる。8回 目あた りか らイ ンターネ ッ トの利点、っま り外 とのつなが りを感 じなが ら中国語 を学ぶ
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ことになる。 メール等の個人 間のや りとりを練習 した後 、イ ンターネ ッ トを利用 しての練習に重点
を置いた。 ここでは、中国でよく使われているポー タルサイ トや検索サイ トを紹介す るとともに、
実際入力 して、検索 し、情報 を取るとい う作業を した。 また、クイズ形式で、 自分でサイ トに当た
って調べて、解答 してもらうとい う課題 もだ した。
実践に入 ってか らの約4回 の講義の中で、学習者主体 の授業にするために、3つ の課題 を学習者
に課 した。課題 は学習 レベル に開きがあってもその学習者の背丈で行 えることに重きを置 いた。 さ
らに課題 だけに集 中 してもらうために課題 作成のためのフォーマ ッ トを作 り、その中に入力 しても
ら うよ うに した。そ して、作成 した課題は、ネ ッ トワークフォルダに入れて もらい、それ を教師が
チェ ック、修正6)をしてから、他 の受講生にも見 られるよ うにした。
具体的な課題 にっいては、受講者の実際の作例 は文末 の付録 を参照 してもらいたいが、課題 の内
容について、簡 単に紹介 してお く。一つ 目の課題 は、受講生には好きなサイ トを選 んで、そのサイ
トにでて くる語彙 の中で 自分 にとっての新出単語 を出してもらい、そこにピンイ ンル ビ、 日本語訳
をつけても らうとい う作業を した。あ とか らそのペー ジを確認できるように、サイ トのア ドレスも
表に入力 してもらった。サイ トの選択 は、学習者 に委ねた。 この課題は学習者の数 だけ、バ ラエテ
ィに富んだものになる。ひ とりの 目でみたサイ トはまさに一つ しかないが、その人数が増 えて、そ
れを交換 し合 えば、より多 くの知識を獲得することが可能だ。 これがま さに教師 と学習者 のコラボ
レーシ ョンなのである。そ うなった場合に実は大変 なのは教師側である。一つ一つチェックの上、
学習者に戻 さなければな らない。時 として、それが新語(ま たは、それに準ず るアル ファベ ッ トや
アルファベ ッ ト交 じりの中国語)、また古典的表現だが現代風 にア レンジされていた りす るものなど、
理解 しがたい場合 もでて くる。それ らを確認す るためにも、出所であるサイ トのア ドレスは必要で
あ る。前後 の文か らっかめきれない場合は、ネイティブの力 を借 りることにもなる。今回の課題 の
場合は一人2サ イ ト、各サイ トに10個の単語 を入力できるフォーマ ッ トを作ったが、人数 が多い場
合は、数の調整 が必要である。また、 これを発展 させれば、時事 中国語など上級の授業でニュー ス
の文章のでてい るサイ ト+単語帳を作成 させて発表 して もらうこともできる。 また、二っ 目の課題
は、一つ 目の課題 を発展 させ た形で、学習者 のおすす めサイ トを語彙やおすす めポイン トな どフォ
ーマ ッ トにいれ て紹介する とい うものであった。
三つ 目の課題 は、授業の最終回にこの授業を通 して、学習者が独 自で どういった中国語学習法が
あるか とい うことを考えて もらい、フォーマ ッ トに入力す るとい う作業を した。そ こまでに、教師
は、パ ソコン ・インターネ ッ トを通 しての中国語学習法 を教師の持てる限 りの知識は紹介済みであ
る。また、ネ ッ トか ら音声資料、映像資料 を入手、テ レビやネ ッ トの動画を視聴できることも教 え、
実践済みである。 しか し、教師側の発想や把握 しているサイ トの数 も正直限界がある。そ こで、 こ
の授業を通 して得たものを利用 した学習法 とい うものを個hに 紹介 してもらったのである。彼 らの
6)ネッ トワークフォル ダは権限があ り、受講者 は一度提 出すると修正ができない。教師は修正可能
の権限になっている。
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実践例 とい うわけではなく、この授業を通 しての提案で もよいことに した。 ここでのね らいはそれ
ぞれが独 自の ものを仲間に示す ことであった。 中国語学習のきっかけ、方法、 これまでの経路、興
味もば らば らの学習者が集まってそれぞれの勉強法を聞けるのは学習者に とって とて もよい刺激に
なる。
このよ うに して、通常与 えるだけにな りがちの語学の授業に、もっ と双方 向的なものにすること
をこの授業を通 して、それを可能 にした。
5.失敗談
以下に箇条書 きではあるが、授業中のシステム上の失敗事例について示 してお く。本学で こそ起
きた事例か もしれないが、どの ようなPC環境であっても、このよ うな事例は設定やセキュ リティ上、
起こ りうる可能性は高いので注意 されたい。
失敗その1:受 講生が中国語入力不可能、またネ ッ トワークフォルダが見 られない。
原 因:大 学の校舎 が違ったこ と(名古屋7)と豊橋)で 権限の違いが生 じた。 これは大学のPC
管理者に権限を変えて もらうことで解決 した。
失敗その2:ピ ンインル ビが入 らない。
原 因:教 室 ごと、PCごとで ソフ トのインス トール状況が異なるため、同施設内の教員用PC
や他教室のPCはピンインル ビが入るのに、使用教室PCでは入 らない とい う状況が起





り少 し深まった/メールやインターネ ットはほぼ理解できたが、授業で見たサイ ト以外を見るのは




上の感想か ら、筆者の感想 ・反省 を述べ ると、一通 りの中国語学習 とインターネ ッ トを結びつけ
るとい う目的 自体は達成 できたよ うだが、学習者 自身の定着、向上 とい う点では もう少 し時間をか
けて もよかったよ うだ。 しか し、 ここか らの活用 は学習者 自身にかかっているところが多 く、よ り
パソコンに触れ る時間 を増や して、作業になれて、パ ソコン ・インターネ ッ トか ら中国語 を学ぶ楽
しみをよ り多 く探 してもらうしかないのである。
7}名古屋(三 好)校 舎では、当時ChineseWriterを入れていたので、マイクロソフ ト社 の中国語





(1)き め細かな資料 と教材作成→ 自宅等での復習 を期待、大学のPCだと制限があるのですべて
はできない。
(2)イ ンターネ ッ トを活用 した課題は、無限の可能性 を持つ→語彙理解 、文章、表現理解、文
化 、時事、新語、専門分野など、 自力で調べ る手段の一つであることを喚起す る。
(3)正 しい情報 リテ ラシー の指導の場 として も重要→ 日中のサイ トの違いを知 り、また、言葉
の乱れや情報の正 しさの分別 をし、 自分で見、選別す る能力を養 う。
(4)大 学のシステムでできること、できない こと、家庭用PCとの違いなどを確認 し、また大学
で してもいいこと、 してほ しくない ことを整理 してお く。
例:学 内ではMSNメッセ ンジャーは入 ってい るが学生権 限では使用不可
これ以外のチャ ットアプ リケーションもイ ンス トー ル禁止(ヤ フー、QQ、など)
(5)学 習者 が 自宅に帰 っても(講 座が終わっても)使 ってみ よ うとい う気持 ちを起 こさせ るこ
とが大切。 …モチベーシ ョンの持続→ 自立 した学習者へ
本稿で紹介 した実例は決 してCALL教室でなければできない とい う内容 ではない。学習者が何 らか
の形で、ピンイ ン入力 をすでに習得 しているな ら、本講座 の後半で課 した課題のみを通常の語学授
業の中で、学習者に課す ことも可能である。また、課題の内容 も教師の工夫次第で様々な方法で出
す ことができた りと、応用 は可能であ り、そ して無限で ある。例 えば、新聞を題材 に して、加工 し
た教材をもとに 「時事 中国語」 とい う授業を設けているところがあると思 うが、教材になって しま
うと、す でに時間が経過 して しまってい るので、新鮮味がな くなって しま うとい うデメ リッ トがあ
る。そこで、学生をグル,_._.プに分 けて、それぞれ のニュースにつ いて調べても らうのもいいだろう
し、一つ のニュースをいろいろな側面か ら切 り取 り、各 グループで発表 しても らうとい う授業展開
も発展可能である。 これがさらに発展 して、個々のレポー トやゼ ミ発表にな り、また卒業論文へ導
いてい くことができるのではないか。
情報 リテ ラシー とい う面では、学習者 自身が情報に対す る価値の見極めをできなければな らない。
また、情報の大切な面 とその裏側にある危 険な面の両面か ら物事 をみた り、判断 した りしなければ
ならない。これはある程度、教師側 でコン トロール した り、指導 した りしなければな らないだろ う。
このような、 あま り型 にはめず、ある程度の部分までは導き、あとは学習者の興味に基づ いて、
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内容(ジ ャンル) 検索サイ ト
ア ドレス http://cn.yahoo.com/






































単語 日本語訳 単語 日本語訳
Zijinchengkuaixun
紫 禁 城 快 派
紫禁城最新階報
wangshangbowuyuan
XX上 博 物 苑 ネット博物展
wenhuamaidian
















友 情 達 接
リンク
guanyubenzhan







点 缶 査 看
ク リック して
詳 しく見 る
8)学習者Aは 週1回 の大学のオープンカ レッジで学び始めて2年 目の婦人。韓国語 もできるせいか、
外国語学習に抵抗 はない。この講座 にでなが ら、PCを買い換 えて しまったほどのモチベーシ ョン
の高い学習者。
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●HPか ら新出単語奄見つ叶τ、aん なに紹介しようr(学 習..))
サイ ト名 新浪 剛娯尿(11/27装勇俊傷心表示道撤)
内容(ジ ャンル) 新同
ア ドレス http://ent.sina.com.cn/
単語 日本語訳 単語 日本語訳
yingmi
影 迷 映画 ファン
ouxiang




照 片 展 写真展
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現 場 亘 播 現場生中継
yiyongershang
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ZhangDongjian
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チ ェ ・ジ ウ
サイ ト名 第29届奥林匹克這劫会銅銀委9:会
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● 友人 とそれぞれの教科書の例文を収めたファイルをメールに添付 して
披露 しあい、質問や訂正をしている。
今後の学習方法のアイデア
「NHKワ ール ド」のイ ンターネ ッ トサー ビスの利用
「ラジオ 日本 」が発信す るDailyNewsは原稿 も掲載 され ているので、それ
を 目で追い なが ら聞 く方法。(知 らない単語や文法が多す ぎる現時点の実力で
は個 々の単語 をあま り調べ てい る とかえって面倒 にな って続 け られ な くな り
そ うだか ら)
ラジオやテ レビ講座 の よ うに時問を気 にせず、その揚で繰 り返 し聞くこ とが
でき、国内で放送 され るニュー スに近いので内容 も予測できる。




両言語に精通 した リーダーを中心に、主に作文 ・添削を行 う。最近見聞きす
る 「プログ」の仕組みと関連させたものができないだろうか。
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課題:イ ンターネ ットなどを駆使 してどんな中国語学習ができるか。
なまえ(学習者B)
私のすすめる中国語学習法 タイ トル
「できるだけ中国語の環境に どっぷ りとつ かる」
具体的な方法:
「多悦」た くさん話す。た とえばお気 に入 りの内容のわかった文章、子供向
けの本(ピ ンイ ン付)な どを繰 り返 し音読す る。半年 もすれ ば、暗調で きるよ
うにな る?
「多ah」そ してた くさん聞 く。おすすめサイ トはくラジオ 日本オ ンライ ン>
http://….nhk.or.jp/rj/にアクセス して 日本語 を選ぶ。次に ライブではな
くその下の 「オンデマ ン ド」の 中か ら中国語(隼 浩)を 選択す ると<<華 語新
聞 〉〉とな り、右側のヘ ッ ドライ ンをク リックす ると左側 にその記事 の全文 が
でる。
華語新 聞の画面 で、腋 所}をク リックすれば、ニュー スが聞 ける。 これ はオ ン
デマン ドとして何時で も聞 けるので便利。(リアル ワンプ レイヤー または ウイ
ン ドウズメデ ィアプ レイヤーが必要です。)NHK国 際放送 の中国語 ニュース
はNHKラ ジオ第二で も、毎 日午後一時か ら10分 問放 送 されています。
他 の中国語番組&ニ ュースは、(外国の放送が 良いわけは …)
VOA(VoiceofAmerica)のオ ンデマ ン ドhttp://www.voanews.c。m/chinese/
BBCWorldService亭まhttp://www.bbc.co.uk/worldservice/index.shtml
中　在銭(中国　播岡の在銭 直播)http://211.89.225.2/
あ とは無難な ところで、 「NHKの中国語講座 」の過去 に放送 した もの。CD付
の本が 出てい るので、本 を見なが らあるいは見ないで と、繰 り返 し聞 く。
そ の他 ・備 考(長 所 ・短所 、問題 点な ど)
しか しいずれのラジオ も早す ぎて、文字が なければ内容 も折不憧,看不憧(チ
ンプ ンカ ンプン)で す。比較的外国の放送 がいい、ゆっ くり、発音が よい。…
と思 う。
ほかDVD、VCDな どデ ジタルな ものがいい、繰 り返 し、少 し戻 る、適 当
に探すな どが簡 単である。音楽 もCDを 聞 き流す のはいい けれ ど、声調 はわか
らない。 了や 的な ど発音 が変 わって しま う場合 もある。
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